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解 　題
　本書は黒川真頼の歌稿である。書誌について次に述べる。本
書は黒川家旧蔵、昭和二七年ノートルダム清心女子大学蔵となる。装幀は袋綴、料紙は楮、表紙は縹布目。題箋は「もゝちとり」、内題 無い。体裁 縦 八×横一八・二。墨付丁数は四二丁。一面の行数は九～一二行
( 一一行が多い
) 。「黒川真
頼」
｢ 黒川真道
｣｢ 黒川真前
｣ の蔵書印があり、他に「真頼稿」及
び
｢ 黒川真頼
｣( 丸印
) がある。
　真頼の師黒川春村による朱筆の合点が施されており、一首ご
とに、 春村の「よろし 「今すこし」などの評語が見える。また、歌語の使い方や和歌に関す 基本的な指導の書入れがあり、添削指導が随所に見られる。春部の最後には「百ちとりさへつる
こゑそおもしろきさのみならぬもましるものから」と春村の歌が書き入れられており、これによりこの集を「もゝちとり」と名づけたとさ る
（注１）
。 「それほど上手ではない歌も混じって
いるが詠んだ歌の数々は面白い」という意であろうと推測されるが、弟子に対する励ましのメッセージと受け取れる。夏部の最後に「例なから大かたは優に聞え侍り」と春村の評語が記されている。
　本歌稿は題詠で、春・夏・秋・冬・恋・雑の部立の形式を採っ
て構成されてい 。成立年代は、 「春」と「夏 には記載が無く、「秋」には「嘉永元年八月廿一日夜記」 、 「冬」には「嘉永元年十月廿三日夜灯火書記」 、 「恋」には「嘉永元年極月四日」 あり、奥書に「嘉永二年正月六日記」の記述があることから嘉永二年までに成立していると思われる。真頼二十歳までの作品である。
ノートルダム清心女子大学附属図書館蔵
　黒川真頼詠・同春村評『もゝちとり』解題と翻刻
 （一）
香 　山 　キミ子
清心語文　第 12 号　2010 年 9 月　ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会
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　真頼は一七歳の頃から和歌を春村に師事し、 一九歳の時に 『三
代集拾玉抄』三巻を編んでいる。黒川真頼の年譜における二十歳の項
（注２）
によると、 嘉永元年八月には『新勅撰愚考』を執筆。
春村に「コレハイトヨロシキコトナリ猶イクタビモ註シ試ミタマヘカシ」と賞賛されている。前述のとおり、本書秋部最後「嘉永元年八月廿一日夜記」の記述があり、これによって、 『新勅撰愚考』と『もゝちとり』を同時並行して執筆していたことがわかる。この時期、真頼が創作意欲に燃え、いかに和歌に傾注していたかが推し量られる。
　習学期の真頼がどんな傾向の歌を詠み、春村がどのように指
導したかを知る上で、貴重な資料であるといえるであろう。注１ 　黒川真頼の年譜、嘉永元年二十 に
　　　

　八月新勅撰愚考を撰し、師春村翁に一覧を請ひしかば
翁朱書して注意するところあり、最後に記して曰「コレハイトヨロシキコトナリ猶イクタビモ註シ試ミタマヘカシ」と奨勵せらる、又是より先咏みおかれし歌どもを集めて翁に見せしかば、一覽の後「百千鳥さへづるこゑぞおもしろきさのみならぬもまじるものから」と記して返しぬ。よつて此の集を百千鳥と名づけたり
と記されている。 （ 『國學者傳記集成
 續編』國本出版社、
昭和一〇年一月）
　２ 　注１に同じ
その他の参考文献
　『日本近代文学大事典』 （講談社、昭和五二年一月）　『国史大辞典』 （吉川弘文館、昭和五八年一二月）　『和歌大辞典』 （明治書院、昭和六一年三月）　『国書人名辞典』 （岩波書店、平成一五年五月）　
 甲斐知恵子・石田淑子「黒川真頼」 （ 『近代文学研究叢書第八巻』所収、昭和女子大学文学研究所、昭和三三年三月）
　
 赤羽淑「真頼考・春村書入『新勅撰集愚考』
<
解題と翻刻
>
」
（ 『ノートルダム清心女子大学紀要
 日本語・日本文学編
 第
二九巻第一号 平成一七年三月）
凡 　例
一、
 ノートルダム清心女子大学附属図書館蔵黒川文庫本（Ｄ三九）黒川真頼詠・同春村評『もゝちとり』を翻字したものである。
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一、
 今回は春部九五首 （一オ～七オ） 、 夏部七六首 （八オ～一三オ）を翻字した。
一、
 春村朱筆書入の評語類は各歌の左側上部及び下部に記されており、原本通りに翻字した。
一、
 春村朱筆書入による添削箇所については、すべて当該歌の右側に付した。
一、
 漢字の字体は原則として現行の字体を用 たが 「峯」 「蔭」「河」などのように一部原本通りにした場合もある。
一、
 見せ消ち点は稿本では概ね左傍に付してあるが、翻刻に当たっては印刷の都合で右傍に移 、 すべ 「、 」 で統一した。
一、
 添削が入り組んで読み くい歌については、読みやすい形で当該歌の左側（ 　）内に記した。
一、
 墨で塗りつぶした箇所は

 で示した。
一、
 なお、夏部「橘」題二首目「わかそのゝ・・・」は貼付歌である。
翻 　刻
　　　立春
□写
あつまよりたつ春みえてにひはりのつく波の山そかすみ初ける
よろしくや
□写
 ひのもとの春の光りを月のいる西の国にもけさはしるらむ
よろし
　　　早春　　 　　　　　
久かたの
　　　　　　
 そこそにかはらぬ
□写
 春やとき霞やおそき
け
、、、、、
ふもなほ
天きる雪
の
、、、、、、、
ふるとしの空
此かた優ならむ
　　　霞
□写
 きのふまてあらはにみえしあしの屋のこやもやつれす立霞哉
今すこし
　　　　　 　　
を　　　　　　　　
める
□写
 ふるゆきの えぬるうへ
に
、
春はまた霞
そ
、
うつ
む
、
こしの白山
よろしくや
□写
 ゆく人の袖のにし をこきませてかす にけりな都大路は
これも
□写
 いほはらや田子の浦波音絶て春は霞のたゝぬ日もなし
ことによろし
　　　鴬　
 鴬のうらめつらしき声きけはき ふの春ははるとしもなしもゝちとり千鳥のなかにさきたちてまつ鴬や をつくらむ
はなけとあらたまのはるのはつ音はうくひすの声 　逍遥院御詠歟
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□写
 春ことになれし友とや鴬のことしも宿の梅をとふらむ
よろしくや
　　　　　　　　　　　　　　　

いまや
　　　　　　　
 ママ
□写
 おのかなく声のにほひを梅か香に◦くらふの山のはる
の
、、
鴬これも
　　　鴬未鳴　　　
のみ　
 やすくらん
□写
 雪と◦みて
花
、、、
とやしらぬ
うくひすのまつにきなかぬ我やとの梅
又
　　　若菜　
 なれなれし難波もあまもかすむ日はこゝろあてにやいそなつむらむ
上句いますこし
　　　　　 　 　　　
水
　
 こほりとく

 野沢の
ひ
、、
ち
に袖ぬれてつむや若なの清も
あるかな
これも
　　　春雪　
 ふりかゝる梢をみれは年の内におくれしゆきや春のはつ花
これも
　　　残雪
□写
 春やこぬ冬や残るとおもふまて心なかくも残るゆきかな
よろし
□写
 つれなさはおなし友とやみ山なる松の梢にのこるしら雪
よろしくや
　　　餘寒　
 花さかぬ木の下風にゆきちりて空にしられぬ春にもあるかな
これも
　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　
さく
□写
 うちいてし波はこほりて谷蔭や春とも見えぬ雪の花
哉
、
よろし
　　　梅　
 ふみまなふみなみの窓に く梅はあつめし雪のこゝち社すれ
これも
□写
 わかそむるこゝろはかりも梅の花たもとにうつれよしやちるとも
よろしくや
□写
 このころはさくや梅津の里のなも風 つてにそ香 ゝほふなる
よろし

　
 さそふともうらみしもせしまつ人のたよりともなれ梅の下風
これも
　　　柳　　 　　　　　　　　　　　　
ちらし
□写
 あをやきのいとにぬきたる白玉を露と
し
、、、
らせ
て春風そふく
よろし
□写
 飛鳥風ふきなみたりそたをやめのかつらにすてふ青柳の糸
よろしくや
□写
 みよしのゝむつたの淀の柳原いとに糸そふ春の雨かな
これも
　　　春草　　 　　　　　
 を深み
□写
 わか草の
も
、、、
ゆる
みとり
も
、
深草や野となるさともあかぬ頃哉
いとよろし
　　　　　
はるへはをかし
　
 日にそへて
　
いふせ
□写
 もえいつる
け
、、、、、、、、、、、、、、、
しきそあかぬしけりなはうれた
かるへき門のむ
くら
これも
　
 あしの葉のみとりになりてこやの池や青はゝかもの外もみえけり
これも
　　　蕨　
 玉鉾の道のすさひもいつしかとわすられてつむのへのさわらひ
二三句今すこし
　　　春月　
 さかりなる花に光りをかすか山峯にくもれる春のよの月
これも
　
 いとゝしく霞こめつゝ春の夜は花こそ月の光りなりけれ
一二句今すこし
　　　春雨　霞とも雲ともわかてふるとしもしられぬ雨のゆふくれの空
これも
□写
 いつしかとおもふこゝろそこかれぬる花をまつをの浦の春雨
よろしくや
□写
 春雨の日数つもりの浦みても花まつほかになくさめそなき
これも
　　　帰雁　　　　　　
いそく
□写
 天津雁なに
か
、、、
へる
らむさかぬまはこゝも花なきさとの夕くれ
又
　
 春来れは雁かへるなり常世には桜にまさる花やあるら
耳なれたる歟
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　　　春雨久
□写
 いつしかとまたれし花の咲そめて散はつるまてはれぬ雨哉
よろし
　　　春駒　
 桜花ちりかふ野辺にわか駒のあさりて雪やふみならふらし
これも
　　　雉　
 こひしなはこひもしねとや春の野につまなき雉の鳴かあ れさ
あはれさ 　例なきにはあらねと
　　　　　　　　　　
上下かねあはぬやうなり
このましからぬ詞也
　　　雲雀
□写
 そら高くおもひあかりてゆふ はりおのれひとりとねをや鳴らむ
よろしくや
　
 空たかくみえしひはりの風をいたみおもはぬ方に声なひきけり
一首のけしき風あらく吹らんやうに聞ゆ雲雀はさる日にはあかるへか さる歟 　
　　　呼子鳥
□写
 山彦のこたふる声をよふこ鳥おのか友とやなきか すらむ
よろしくや
　　　花　　 　
うさ　　　　　　　
 えけり
□写
 見るまゝに
も
、、
の
もわすれておほ
ゆ
、、、、、、、
るは花はうき
世をのかれて
　
 花の
　　
や◦さくらん
よろし
　
 桜花さらぬわかれのなくもかな千代もとおもふ世の人のため
古人の口まねのみ
　
 雲のたて霞のぬきにをりはへてにしきたつ田の山さくら花
をりはへハ居ツイテ也 　織トハ仮字モタカヘリ
　
 みねも尾もさかりになれは
□写
 さ
、、、、、、
かりにもなりにけるかな
よしの山雲さへ花にうつもれにけり
よろし
　
下　　　　　　　
 うつことも
　
上
 山路ゆく
　　　　　　　
り
□写
 黒
、
駒に
お
、、、、
ほする
むち
も
、
わす
ら、
れて◦心は花にのりにけ
る
、
か
、、
な
　（山路ゆく心は花にのりにけり駒にむちうつこともわすれて）
ことによろし
　
 ちるはゆきちらぬは雲にまかひつゝおのか色なき山さくら哉
つゝ 　コヽロヨカラス
　　　　　　　 　　 　　　　　　
行　
 かたき
□写
 こゝろありて駒もなつむかしかの山◦過
る
、、、、、
もおしき
花の下蔭
よろしくや
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□写
 かゝれとてうゑぬ桜もさゝ波やふるき都のかたみなりけり
これも
□写
 さくをまちちるをわひつゝ春はたゝ花に心をつくすなりけ
又
□写
 折つれはたくひあらしの山さくらよそめは雲とみえし梢も
よろしくや
□写
 くれかゝる高根の花のゆふはえに霞もしろしを初瀬の山
これも
　
 ひとへよりやへ山さくら尋つゝ散るをかきりの旅ね やせん
山に八重桜もさくやうに聞えていかゝ□写
 あらし山夜のまの雨に咲そめて花こそ松をそめ出しけれ
よろしくや
□写
 白雲のたてるやいつこみよしのゝ山 桜になりはてにけり
これも
　
 よしの河はるゝ霞の絶まよりうち出る波や桜なるらん
又
□写
 さゝ波や かはむかしの春ならぬはるともみえぬ花 頃哉
これも
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　
ん
　
 としをへて跡たえはつる庭の面にかは 花もむ しこふ
ら
む
、又
　
 須磨の浦やなきさの松にこまとめてむこ山桜猶もみるかな
今すこし
　　　八重桜　　
ちり
　
 ふく風に
な
、、
か
はちるともやへさくらひとへはのこれ春のかた
みに
　
よろしくや
　　　待花
□写
 さくら花まつは千とせのこゝちせり咲ての後もかゝらましかは
これも
　けさもなほつれなき山の桜花またしとおもへは春雨のふる
これも
　　　尋花　　 　　　　
て
□写
 桜花野山のかきり尋◦む
に
、
ひと日に千さとゆく駒もかな
よろし
　　　惜花　　 　 　 　　　　　　
を
　
 ふく風はこゝろあらしの山さくらなれたにもしれ
お
、
しむ心を
これも

　　　落花　　 　　　　　　
そ
□写
 ひとかたに風のとかと
も
、
うらむへきふけはかつちるやまさく
らはな
よろしくや
　　　　　
の　　　
 　
の
□写
 みよしの
や
、
高根の雪
は
、
くつれおちて河せの波とちるさくらかな
これも
　
 ふけはちりちれはさそ てやま風と花 はおもふとちにや有らん
よろしくや
□写
 朝嵐たつ田の山をみわたせ 花のしら雲中たえにけり
よろし
□写
 かきくらしふる雨さむき夕風に桜みたるゝ春の山さと
これも
　
 ちるまゝに色もちくさにうつろひて霞をそむる山さくら哉
　　 　　　　　　　　　　　 　
も
□写
 かくはかりのとけき春のこゝろに
は
、
ならはて花のあたにちる
　
かな
　
ら
、、
ん
いとよろし
　
 ふく風にさそなちるらん山さくらそをたにみせぬ春の夜のやみ
これも
□写
 嵐ふくと山のさくらけさみれは梢のほかのさかりなりけり
よろしくや
　　　遅日　 　　　　 　　　　
 をなす
　
 難波めはをかさぬふ てうみ
の
、、
をの
長き春日もいとなかるらん
うみをトハいへとうみのを聞シラス
　　　春望　
 たちわたる霞のすゑにふしの根の雪もこもれるむさしのゝ原
よろしくや
　
 花鳥の野山わすれて和田の原みるめもあかぬ春のあ ほの
上句今すこし
　　　　　　　 　　　　　
 お
□写
 あかぬかな花のにしきに鳥のねのあや
を
、
りかくる春のなかめは
よろし
　　　菫
□写
 日数をもつみにけるかなおもふとち みれさく にあそひらして
よろしくや
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　　　菜のはな
□写
 ふりはへてあすもとひこむ山里のはたけのすゝな花咲にけり
これも
　　　蛙　
 山吹の花ちる春の川風に蛙 波にみたれてそなく
又
　　　燕
□写
 あはれなり花をもとはてつ くらめ子をおもふ道にまとふ心は
よろし
　　　苗代　
 ゆたかなるな しろ水にせきいるゝ民のこゝろもしられぬる哉
これも
　　　躑躅
□写
 からにしきたつ田の山を見わたせは春の千しほは ゝしなりけり
よろし
　　　春風　
 ありかをはしらせし春の風なから花こきちらしふくかわひしさ
これも
　　　山吹
□写
 吉野川岩波高ききしへにはしろきもましる山ふきの花
ことによろし
□写
 桜花ちりてみ雪とふる郷もさく山吹にやつれさりけり
よろしくや
□写
 よしの川春はかきりの色そともいはぬ色なるやまふきのはな
これも
　　
つゝく
　
 咲
そ
、、、
むる
垣根をみれば山吹のいはてもしるし春の日かすは
又
　
野となりし里も
　　　　　
見えて
　　　　　　　
 かなかに
□写
 い
、、、、、
にしへの
まかきの跡
そ
、、、、、、
あはれなる
むくら

 さける山
ふき
ことによろし
　　　藤
□写
 ふちの花さきにけらしな住よしの宮居は波の底にしつめり
よろしくや
　
 波のうへになみ立そひて山川の風にみたるゝふち 花ふさ
これも

　　　暮春
□写
 かくはかりわひしき春のくれまてはのこらぬ花そ心ありける
又
　　　
はな　　　　　
 を
□写
 ちる
こ
、、
と
を梅に桜に
お
、
しみきて春さへけふにくれぬへきかな
よろし
百ちとりさへつるこゑそおもしろきさのみならぬもましるものから
　　　首夏
□写
 夏はけさきそ山陰のおそさくら花さく頃となりにけるかな
いとよろし
□写
 夏はまた浅間の山のゆふけふりのこる霞にまかふころかな
よろし
　　　更衣
□写
 かきりあれはけさぬきかふるしろたへの袖にも花の面影そたつ
よろしくや
　　　　　 　
 らみ
□写
 ぬきかふるけふのう
け
、
く
をしる
く
もなにきなれけむ花染の袖
うけく 　少しこゝろよからす
これも
　　　餘花
□写
 みよしのゝよしのゝ奥を尋れは春にのかれし花もありけり
又
□写
 きのふまてうらみし風をしるへにて青葉かくれの花をみるかな
よろし
□写
 さきぬへき時におくれし花なれとありしよりけにめつらしきかな
よろしくや
　　　　　
花かあらぬか
　　　　　　　
のおくにかゝ
　
 咲のこる
桜
、、、、、
なりけり
よしの山青葉
か
、、、、、、
なかにたて
るしら雲
よろしくや
　　　遅花　
 春さかはおほかたにこそ見すてなめ心ありけるおそさくらかな
上句今すこし
□写
 よしの山春はこと木と見し枝そおくれ 花にあらは にける
これも今すこし
　　　新樹
□写
 雪とのみ散に 花のふるさ を夏は若葉 うつみはてける
よろし
□写
 花散てしける木かけはよひ
く
の月の影さへうとくなりゆく
よろしくや
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□写
 きのふみし花のかたへのみ山木もおなしみとりにしけるころかな
これも
　　　卯花
□写
 山里の垣根は柴とおもひ を夜のまの雨にさけるうの花
又
□写
 くれゆけはうの花垣そおもしろき月 つら 花もましりて
よろし
□写
 山里のあるかなきか 垣根をもさたかにみせてさけるうの花
よろしくや
　月雪のあはれをこめてちれはまた桜にまかふ庭のうの花
これも
　　　新竹　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
ふしたちにけり
□写
 生そめしそのゝ竹の子ふく風のさゝとなる迄
な
、、、、、、
りにけるか
な
、
いとよろし
　　　郭公
□写
 をちかへる影さへ見えて久方 きよき月夜に くほとゝきす
よろしくや
□写
 一声はそれ あらぬかとはかりにあとたとらるゝ初郭公
これも
□写
 雨はれて若葉をわたる風の音の涼しき
宵ヨヒ
になくほとゝきす
又
□写
 をちかへる声のやち度たひことにおもひも捨ぬ山ほとゝきす
これも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
し
　わかそのゝ桐の花ちる明ほのに声にほは
せ
、
てなく時鳥
にほはして 　物を然する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

又
にほはせて 　他に然せさ
　
考へ給へ
く
□写
 月やまつ友をやしたふ郭公は山かすそのたそかれのこゑ
よろし
□写
 なきぬへき心のうらも村雨のはれまのけしきほとゝきすかな
よろしくや
　
 散のこる花をたつねて時鳥こと はまたぬ初音をそきく
下句古歌に聞ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　
おとつれぬ
□写
 さきなはとまちしうの花ちるま になと
し
、、、
のふ
らん山時鳥
よろし
□写
 なき捨てすくるおもへはほとゝきすまたぬ人 そ心ありけれ
よろし
　郭公まなくなく夜は心さへいく度空にをちかへるらむ
これも
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　　　橘　
 ちはやふる
　

 神のいかきの榊葉にかをあらそひてさける橘
　わかそのゝ花橘をたてなから玉にぬきてもふるこさめかな
又
　　　　　 　　
 　
来て
□写
 橘の下ふく風のかよひ

 あはれむかしを驚かすかな
これも
　　　楝
□写
 白雲にましりてみゆるむらさきや卯の花山のあふちなるらむ
よろし
□写
 むらさきの雲のはやしとなりにけり垣根のあふち花さきしより
これも
　　　早苗　　 　　　　　 　　
たしつゝ
□写
 夕かけてとるや早苗の露の上に月の影をも植わ
け、
にけり
ことによろし
□写
 白鳥の鳥羽山松も色そへてみとりすゝしき小田の若なへ
よろしくや
　　　菖蒲　　
ほ
□写
 里と
を
、
きみ沼におふるあやめ草風のふくにそまかせたりける
これも
　　　五月雨　　
く　　
 こえ
□写
 沢田川高
し
、、
と
き
、ゝ
し高橋の高くもみえぬさみたれの頃
よろし
□写
 よひのまのすさひにたかむうけらさへしめりかちなる五月雨の頃
よろしくや
　　　蛍　　 　　　　
奥　　　　　　　　
 　
しかほに
□写
 夏ふかきよせきか
な
、
か
のかくれかをあらは
に
、、
みせて
とふ蛍かな
いとよろし
　みよしのゝ六田の淀の柳原よるは蛍そ風にみたるゝ
よろしくや
　
水上の
□写
 夕
、、、
日影
くるゝかたよりあらはれて川せの蛍数そそひゆく
よろし
〇
　　　水鶏
□写
 月ももりよもきもしけき我門をあはれ水鶏のなれてとふかな
よろしくや
　　　夏月
□写
 あかなくにはやくもあくる夏の夜を月のとかともおもひけるかな
よろし
　
 老となる数にいるこそわひしけれみ ほともなき夏のよの月
今すこし
□写
 天の原夏をは雲のよそ れやすゝ くすめ よはの月影
よろしくや
　　　瞿麦　
 川かみの河原なてしこ れきてあらぬきしに 花咲にけり
此下句余山吹によみし事あり瞿麦にはつきなくや
　
床夏に 　
 も　　　　　
見るものを
　　　　　　　　　　　
のおく
　
 ちり
を
、、、
たに
すゑしと
お
、、、、、、
もふ床夏に
心のまゝに
お
、、、
ける
露かな
一二句古歌のまゝ て曲なし
　（床夏にちりもすゑしと見るものを心のまゝに露のおくかな）　　
きも子
□写
 わ、
ら
、、
はへ
か種まきおきしなてしこはこのもかのもに花咲にけり
よろし
　　　夏草　
こまつひき
　　　　
 つむとて
　
たち
□写
 た
、、、、、
をやめの
わかな
す
、、、、、、
みれにふみ
なれし野へともみえすしける
夏草
　
 （こまつひきわかなつむとてたちなれし野へともみえすしける夏草）
□写
 すむ人そまつうつらともなきぬへきしける若葉の深草の里
よろしくや
　　　鵜河　　
夜　　　　　　　　　
いりもいらすも
　　　　　
つらし
□写
 夕月
の
、
をくらの山の山陰は
い
、、、、、、、
るをもまたて
夜川た
ち
、、、
けりことによろし
　
 雨はるゝ川せの波の高せ舟もゆる火かけもむすほゝれゆく
題意たしかならす
　　　蚊遣火
□写
 山里はかやり火たかぬ宿もなしをちの木かくれ竹の一 ら
よろしくや
□写
 夕されは賎かすさひのかやり火に月の影さへやつれぬるかな
よろしくや
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　　　蝉
□写
 夏山の瀧のひゝきをとめくれはすゝしきせみの声にそ有ける
よろしくや
□写
 風ふけは木々の下葉のちることにあはれかなしき蝉の声かな
これも
　　　蓮　
あれはてし
　　　　　
 をかへの
　
 は　　　　　　　　　　　
花
 さく
□写
 す
、、、、、、、
む人もなき古
寺の◦池の面
に
、
み草をわけて
咲
、、
く
はちす
か
、、
な
　（あれはてし寺のをかへの池の面はみ草をわけてはちす花さく）
ことによろし
　　　夕顔　
 守捨しあしの丸やのなるこなはつたひてさける夕顔の花
上句の風情暮秋に似たり
根
　
 うの花の散てやつれ ませ垣
◦根
をマ
も
さらにつくろふ夕顔の花
よろしくや
　　　
 賎か　　
の
□写
 山里の◦垣根
に
、、、、
はへる
夕顔はむくらましりに花咲にけり
よろし
　　　扇
□写
 荻の葉となに思ひけむ秋風は扇よりして立ぬるものを
よろしくや
　　　氷室
□写
 大君のみことかしこみ氷さへ夏のてる日にきえせさりけり
これも
□写
 夏もなほこそのまゝなるひむろには冬やこもれる春日のゝ原
又
　　　納涼　　
おつへくみえ
□写
 桐の葉も
や
、、、、、
ゝ落そめ
て夕立のすくる軒はは夏としもなし
これも
□写
 あつさゝへともに流てゆく水のあたりの宿は夏なかりけり
又
□写
 駒なめてすゝみにゆかむあすかゐはみもひもさむしみま草もよし
よろし
□写
 ふく風に心も舟もさそはれておもはぬ岸に月を るかな
これも
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　　　泉
□写
 山陰の岩垣しみつあかぬかな夏のうき世はこゝにのかれん
又
　　　夕立　　 　
岡辺の松
　　　　　　　　　　　　　　　
 夕立
□写
 かけしけき
高
、、、、、
根の木々
の下露に雨をのこしてはるゝ
村
、、
雲
これも
　夕立の雲に入日のあらそひてふる雨しろし山本の里
よろしくや
□写
 夕たちの雲は外山の峯こえて涼しくのこる松の下露
よろし
　　　晩夏
□写
 草の葉におきまさりゆく夕露 ふかくも夏のなりにけるかな
これも
　　　　　 　　　　
みそき
□写
 あさの葉とともになかれて
瀧、
川
や
、
夏もとまらぬけふの暮かな
よろしくや
　　　夏祓
□写
 衣手にすゝしき風のかよふか わかねきことを神やうくらむ
これも
　　　夏雑
□写
 馬車ゆき来をしけみたつちりに風さへあつし都大路は
いとよろし
　　　　　 　　　　　　　　　　　
ね
　
 とりかけしをすのひまより通ひきてひる
い
、
ゆるさぬねふの下風
ひるい
　
例あるか
さらはさてあるへし
真頼
例なからよろし大かたは優に聞え侍り
（かやま 　きみこ／一九六七年卒業）
